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令和６年度（２０２４年度）農業普及・振興課活動成果報告会実施要領 

 

１ 目的 

本県では、各広域本部（地域振興局）農業普及・振興課の職員が、普及振興活動を通じて地

域農業の課題解決に取り組んでいる。 

今後、未来につながる魅力あふれる「くまもと農業」を実現するには、普及振興活動のより

一層の高度化と効率化が重要である。 

このため、各農業普及・振興課の職員が一堂に会し、普及振興活動の成果や効果的な取組み

手法等を共有することで、職員の資質向上と各地域の効果的・効率的な普及振興活動につな

げ、本県農政の更なる推進を図る。 

また、農業者のニーズに対応した高い成果を創出するため、外部評価委員による評価を併せ

て実施する。 

 

２ 日時及び会場 

（１）日時：令和７年（２０２５年）１月１４日（火） 

午後１時３０分から午後３時４５分まで 

（２）会場：県庁本館地下大会議室 
 

３ 内容 

（１）活動事例報告 

各農業普及・振興課職員の活動成果等を発表（別紙１のとおり） 

※普及指導員資格を持たない職員の報告も可 

（２）外部評価 

外部評価委員による各農業普及・振興課職員の活動成果報告に対する評価 
 

４ 審査 

別紙２に記載の審査員10名により、別紙３の審査基準に基づき、各農業普及・振興課職員

の活動成果報告の中から、以下の賞を選出する。 

 最優秀賞：１点  

令和 7年度に開催予定の「農業普及活動高度化全国研究大会」（主催：全国農業改良普及

職員協議会、一般社団法人全国農業改良普及支援協会）における発表課題とする。 

 優 秀 賞：２点  

令和 7年度に改良普及職員九州ブロック研究大会（主催：改良普及職員九州ブロック協議

会）における発表課題とする。 

 

５ 参集範囲  

外部評価委員、九州農政局、熊本県農業協同組合中央会、熊本県経済農業協同組合連合会、

熊本県果実農業協同組合連合会、熊本県酪農農業協同組合連合会、熊本県畜産農業協同組合連

合会、各地域農業協同組合、市町村、熊本県（農業研究センター、農業大学校、広域本部（地

域振興局）農業普及・振興課、農林水産部） 
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別紙１

１　活動成果報告　・・・・　１課題１４分（事例報告１０分、質疑応答４分）

県北 「存続の危機からの新生４Ｈクラブの再始動」
担い手育成支援班
参事　坂田　昌陽

鹿本
「地域営農法人の経営安定に向けて～水稲直播栽培導入支援

～」
地域農業支援班
技師　上野　樹生

県南
「イチゴ×デジタル技術で生産性の向上に挑む！

～担い手に魅力ある産地を目指して～」
園芸産地づくり支援班
技師　長田　萌里

芦北 「みなまた茶の収益確保に向けた産地力の強化支援」
地域農業支援班
技師　高濱　宏郁

球磨 「ナシの省力樹形と除草ロボット導入による労力削減の取組み」
園芸産地づくり支援班
主任技師　村上　果生

２　参考発表　・・・・　１課題１０分（事例報告のみ）

産地づくり支援班
主幹　山並　篤史

農産園芸研究所
研究員　福島　健祐

令和６年度（２０２４年度）農業普及・振興課活動成果報告会　発表課題

農業革新支援センター事例報告
「すいか DXマニュアル による 技術の伝承」

農業研究センター成果報告
「アリウム「丹頂」の出荷期拡大技術の開発」
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別紙２

所属名 職　名 氏　名

審査長 農業技術課 課　長 上村 法光

審査員 熊本県指導農業士連絡協議会 会長 池松 正章 

審査員 熊本県農業経営同友会青年部 部長 稲葉 健志

審査員 JA熊本県女性組織協議会 会長 太田 桂子 

審査員 JA中央会農政・営農支援ｾﾝﾀｰ 次長 辻　健吾

審査員 熊本日日新聞社編集局地域報道本部 次長 太路 秀紀 

審査員 農産園芸課 課　長 山本 剛士

審査員 畜産課 課　長 安武 秀貴

審査員 担い手支援課 課　長 紙屋 勝良

審査員 農業技術課 審議員 松森 信

令和６年度農業普及・振興課活動成果報告会　審査員名簿
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別紙３ 

 

審査基準 

（１）論旨の明確性・簡潔性（２０点） 

    Ｐ・Ｄ・Ｃ・Ａサイクルに沿った活動をしており、その論旨は明確でわかり

やすいか。 

 

（２）計画の的確性（２０点） 

    課題設定に当たっては、主要農政課題や熊本県食料・農業・農村基本計画を

踏まえつつ、農業者の要望や地域の問題を的確にとらえているか。 

    また、普及指導活動の創意工夫が盛り込まれている計画であるか。 

 

（３）普及指導活動の独創性（３０点） 

    課題解決を効果的かつ効率的に推進するため、農業者、関係機関及び民間等

との連携や役割分担、所内体制の連携強化や、その他調査研究手法を含めた独

創性のある普及指導活動を展開したか。 

 

（４）成果の有効性・波及性（３０点） 

    成果は、対象者はもちろんのこと地域の農業者や関係機関等に広く評価され、

農業経営・農村生活の向上や担い手育成等に幅広く寄与し、地域農業の振興に

資するものとなっているか。 

    また、普及指導の手法が他地域へ波及し、今後の普及指導活動に教示を与え

ることが期待できるか。 

 

（５）プレゼンテーション力（２０点） 

    作成した資料は見やすく、発表は発音明瞭でわかりやすいか。 

    また、発表時間は基準（１０分間）に合っていたか。 

    ※発表時間が９分以下および１１分以上の場合は５点減点。 
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県北 「存続の危機からの新生４Ｈクラブの再始動」 

（発表者）担い手育成支援班 参事 坂田 昌陽 

 

１．背景・普及活動の目標 
菊池地域は、県内トップクラスの新規就農者数を誇る一方、４Ｈクラブは活

動のマンネリ化や自主性の欠如等により、クラブ員の減少が止まらず、令和元

年度には単位クラブの消滅も重なり、地方クラブの存続が危機に瀕していた。 

４Ｈクラブは組織運営を通して様々な能力を養う場で、クラブ員（青年農業

者）は、地域リーダーとしての素地づくりに重要な若手世代であり、普及組織

にとっての重点支援対象である。そのため、当課では令和元年度から青年農業

者育成を緊急課題と位置づけ、４Ｈクラブの再始動を目指し、①普及指導体制

の充実、②クラブ員の確保、③活動の魅力向上に取り組んだ。 

 

２．普及活動の内容 
①普及指導体制の充実 

   担当職員だけでなく、組織全体で対応する「支援体制の充実」を図った。

中堅職員の参画や班長以上のフォローに加え、定例会等の組織運営を総括

が、総会・研修会・農業者会議等各行事を主査が担当し、普及指導員全員が

責任感を持って対応する仕組みを整えた。 

②クラブ員の確保 

   ４Ｈクラブ再始動に向け、組織の活力を取り戻すにはクラブ員の確保が不

可欠であるため、関係機関と協力し、新規就農者を中心に候補者をリスト化

し、既存クラブ員と担当職員が一体となり、令和元年度から令和２年度にか

けて緊急勧誘活動を実施した。 

③活動の魅力向上 

   緊急勧誘の結果、クラブ員構成が変わり、独立自営や雇用就農者が親元就

農者より多くなり、学べる場を求める意向が強くなったため、ニーズに沿っ

た活動が一層必要となった。そのため、定例会を利用してニーズを把握し、

研修会や視察研修等を企画・実施している。特に、令和４年度からは、クラ

ブ員自らが企画・運営する自主企画研修を開始した。 

   また、クラブ活動で、特に重要なプロジェクト活動を、収量向上、病害虫

対策、雇用から経営開始への挑戦等、自らの課題解決に向けた「経営改善取

組み」と位置づけ、クラブ員の主体的な取組みを組織として支援している。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

R1 R2 R3 R4 R5 R6(現在)

活
動
・
指
標

②クラブ員確保

クラブ員数※１ 7 19 22 24 19 21
確保人数※1 +12 +3 +4 +2 +3 +3

③活動
魅力向上

経営改善取組率※２ 71% 50% 57% 82% 81% 77%
活動数※3 8 8 9 12 18 12

緊急勧誘 継続勧誘

ニーズ把握 研修会等

※１ クラブ員数は各年度4月時点。確保人数は各年度の加入人数で、退会者が生
じるため、合計しても次年度4月時点でのクラブ員数と一致しない場合がある。

※２ 経営改善に向けた取組みを実施したクラブ員の割合
※３ クラブ員が企画・参加した活動数を計上

自主企画研修を追加

②クラブ員確保及び③活動の魅力向上の取組み

総括 【組織運営、方針等】

主査① 【総会、会計】

主査②

主査③

・
・

【研修会】

【経営改善取組】

班
長
等
が
フ
ォ
ロ
ー

４Hクラブ育成支援

※各員が担当を持つ

①普及指導体制の充実（体制イメージ）

主査④ 【農業者会議】
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３．普及活動の成果 

①普及指導体制の充実 

   ４Ｈ支援業務を各担当者で役割分担したことで、若手職員等が品目を超えた

各行事を通じてクラブ員等と年間に亘り強く関わるようになり、主体的な取組

み意欲や責任感が高まり、組織としての指導力と対応力が向上した。 

②クラブ員の確保 

   クラブ員が作成した勧誘チラシを活用し、緊急勧誘期間中に１５名の加入を

成功させ、以降も年３名程度の加入を確保し、着実にクラブ員が増加した（Ｒ

１：７名→Ｒ６現在：２１名）。以前は先輩・後輩の関係で加入することが多

かったが、現在は「クラブ員がクラブ員を呼ぶ」という良い流れが形成され、

自ら加入を申し出るクラブ員が増えている。 

③活動の魅力向上（クラブ員育成） 

   自主企画研修が定着したことで、地方間交流や視察等が活性化し、４Ｈ企画

による新規就農者を対象とした研修会の開催等、ニーズに応じた活動が着実に

実現し、クラブの魅力が大幅に向上した（活動数Ｒ１：８回⇒Ｒ５：１８回）。 

   特に、経営改善取組みが定着したことで、収量向上やコスト削減等、自身の

経営改善が実現する成果が出ており、農業コンクール新人王部門選出者（Ｒ５、

Ｒ６）やＪＡ部会長を務めるクラブ員も輩出されるなど、地域のリーダーとし

ての人材育成にも寄与している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

４．今後の普及活動に向けて 
 ４Ｈクラブ支援を通じ、クラブ員の経営力が確実に向上し、短期間で地域のリ

ーダーとして育成され、普及指導員の資質向上にもつながる好循環が生まれてい

る。今後も普及指導体制を充実し、ニーズに応じた活動を積極的に展開する。 

 また、新規就農者が地域で孤立しないよう、４Ｈクラブをコミュニティ形成の

中核とすることで、地域の結束力を高め、新規就農者の円滑な経営のサポートを

通して、地域農業の維持・発展に向けて進めていく。 

クラブ員園地視 

農研視察 

ニューファーマー研修会 
＆クラブ員勧誘 

定例会での検討 

勧誘チラシ(PR) 

魅力ある企画研修 

農業普及・振興課の一体となった支援 

地方農業者会議 in 農大 
(農大生とも交流) 
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【様式：発表要旨】 

鹿本 
地域営農法人の経営安定に向けて 

 ～水稲直播栽培導入支援～ 

（発表者）地域農業支援班 技師 上野 樹生 

 

１．背景・普及活動の目標 
鹿本地域には 17 の地域営農法人があり、水田農業の担い手として米・麦・大

豆等の土地利用型作物を中心とした経営を行っている。農業者の高齢化、担い手

の不足により、今後ますます法人への農地集積が進んでいく一方で、法人の構成

員自体も高齢化による労働力不足に直面しており、今後も地域農業の受け皿とし

て経営面積を維持・拡大していくためには、省力技術の導入が不可欠である。 

このような中、令和 5 年度に山鹿市鹿本町の農事組合法人（以下（農））井手

下ファームから省力技術である水稲直播栽培に取り組みたいとの相談を受け、鹿

本地域の法人で初めてとなる直播栽培への挑戦が始まった。本活動の目標は、地

域営農法人の労働力不足に対応した省力技術の導入・定着により地域営農法人の

経営安定を図ることである。 

 

２．普及活動の内容 
令和５年度 

（１）湛水直播栽培の展示ほ設置および伴走型技術指導 

 農機メーカーの協力を得て、漏水が少なく、収量の確保と雑

草抑制が比較的容易である、湛水直播の展示ほを（農）井手下

ファームに 3 筆（計 1ha）設置し、品種は「ミズホチカラ」（米

粉用米）、「ミナミユタカ」（稲 WCS）とした。調査を行うとと

もに、播種実演会や法人研修会を開催した。初年度の結果は、

スクミリンゴガイの食害により大幅な減収となった。 

（２）乾田直播への切り替えに向けた検討および支援体制の強化 

 今回の結果を踏まえ、湛水直播よりもスクミリンゴガイの被害を受けにくい乾田

直播の試験を法人に提案した。（農）井手下ファームに加え、新たに直播の試験を

希望する（農）庄の夢の役員とともに、九州向けの乾田直播技術を開発している九

州沖縄農業研究センター主催の研修会に参加した。法人の次年度の取組への意欲が

高まるとともに、同研究センターの協力もとりつけることで支援体制を強化した。 

令和６年度 

（１）乾田直播の展示ほ設置および伴走型技術指導 

乾田直播の展示ほを（農）井手下ファーム及び（農）庄の

夢に 10 筆（計 4.5ha）設置し、品種は新たに「森のくまさん」

（主食用米）を加えた。乾田直播は、乾田状態で播種し、稲

4 葉期以降に入水する栽培法である。代かきをしないため漏

水しやすく、雑草繁茂や収量低下を招きやすい。そこで漏水

防止対策として播種後の土壌鎮圧を行うことと、畑雑草と水

田雑草の両方に対処できる体系的な除草を重点的に指導した。 

（２）他法人への情報提供および省力技術の紹介 

 播種に合わせて法人や関係機関を参集した実演会を開催した。また、9 月に開催

写真 2 播種・鎮圧作業 

写真 1 

スクミリンゴガイの 

被害を受けたほ場 
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【様式：発表要旨】 

した法人研修会の中で、現地検討会及び室内検討を行い、他法

人への情報提供を行った。 

 

３．普及活動の成果 

（１）省力性・収量性の実証 

 伴走型技術指導の結果、乾田直播したすべての展示ほで大き

な障害なく収穫ができた。「森のくまさん」では収量・費用は

移植と同等、労働時間は 12%削減された。また、「ミズホチカ

ラ」では収量は 16%増加し、費用は同等、労働時間は 19%削減

された。 

以上の結果から、乾田直播導入により労働時間の削減が可

能であり、収益性についても移植と同等以上を確保できるこ

とが分かった。また、法人への聞き取りにより、乾田直播では

苗箱並べや苗運びなどの身体的な負担が大きい作業を省略で

きるため、作業の大幅な軽労化が図られることも分かった。 

（２）乾田直播に対する機運醸成と取組面積の増加 

 令和 6 年度の良好な展示ほ成績を受けて、法人の乾田直播への取組意欲が高ま

り、2 法人とも鎮圧ローラーを導入予定である。令和 7 年度から本格的に取り組む

体制が整うため、令和 7 年度の作付予定面積が 34ha と令和 6 年度の 7.5 倍に増加

する見込みである。 

（３）残された課題 

 令和 6 年度の試験ほ場のうち一部で雑草の発生が散見されたことから、適期の除

草剤使用による雑草防除が必要である。また、排水口や畦畔際からの漏水も確認さ

れたため、排水口整備や畔塗、ほ場周縁の踏圧により漏水を防止することも必要で

ある。これら 2 点への対策の徹底が、今後の面積拡大に向けた課題である。 

 

４．今後の普及活動に向けて 
今回展開した普及活動により、乾田直播の省力性が実証され、収量についても移

植栽培と同等以上を確保できることが示された。今後は本格導入する 2 法人の伴走

型指導を引き続き行い、技術の定着を図ることで、他の法人への普及拡大を目指す。

また、当課では令和 6 年度から大豆の省力播種法であるディスク式一工程播種の試

験を行っており、水稲に加え、大豆についても省力化の支援を行っていく。省力化

技術導入の他にも、当課では地域営農組織の経営安定支援として、鹿本農高と連携

した畦畔除草のアルバイトや地域営農組織・法人間の広域連携の推進を行ってお

り、これらの取組を組み合わせながら、引き続き活動を行っていく。 

写真 4 乾田直播展示ほ 

（ミズホチカラ）の成熟期 

写真 3 実演会の様子 

表１ 展示ほ調査結果 

直播 移植 比率 直播 移植 比率

収量/10a(kg) 497 510 97% 653 561 116%

生産費/10a(円) 112,454 112,652 100% 102,157 100,198 102%

生産費/60kg(円) 13,576 13,253 102% 9,387 10,716 88%

労働時間/10a(時間) 8.27 9.45 88% 7.91 9.78 81%

森のくまさん ミズホチカラ
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八代 
イチゴ×デジタル技術で生産性の向上に挑む！ 

～担い手に魅力ある産地を目指して～ 

（発表者）園芸産地づくり支援班 技師 長田 萌里 

 

１．背景・普及活動の目標 

八代地域のイチゴは、約 50ha 栽培されており、1 戸あたりの栽培面積は約 37a

（県平均 25a）と県内最大規模となっている。一方で、いちご部会の平均反収は

3.9t/10a で県平均 4.0t/10a よりやや少なく、生産者間で収量差が生じている。 

また、栽培面積は、直近 5 年間で約 1 割減少している。令和 3 年度に全イチゴ

生産者を対象として実施したアンケート調査では、概ね 10 年後の見込みを「作付

なし」又は「面積減少」と回答した割合が 48.6%であり、今後も高齢化に伴い、栽

培面積は減少していくことが予想され、産地維持に向けた生産性向上と担い手確

保の取組みが急務となっていた。 

そこで、①生産者の栽培管理技術の高位平準化、②集出荷体系のＤＸ化を通じ

て「稼げる×効率化」で生産性向上を実現させ、担い手にとって魅力ある産地形

成に取り組んだ。 

２．普及活動の内容 
１ 生産者の栽培管理技術の高位平準化 

（１）栽培環境モニタリング実証ほの設置 

 JA 指導員、農業革新支援専門員と連携会議を実施したとこ 

ろ、生産者間の収量差は、管理技術の違いによって生じている 

と考えられた。そこで、JA やつしろいちご部会員 138 戸のうち 

5 戸の生産者に、環境モニタリング装置を設置し、栽培環境の 

「見える化」に令和 3 年度から 3 か年取り組んだ。 

また、栽培環境と生育データを関連付けて管理できるよう 

に、草勢管理チェック表を作成し、生産者には草高の生育調査 

を行ってもらった。5 戸の生産者及び関係者を交え、収集した 

栽培環境と生育データを共有するとともに、実証結果を基にし 

た検討会を定期的に行い、高収量につながる栽培管理について協議した。 

（２）勉強会、講習会の実施 

イチゴでの環境モニタリング装置の活用は、国内でも取組 

み事例が少ないことから、実証調査の関係者に限定した勉強 

会を開催し、外部講師を招いて栽培環境データの見方や他県 

の活用事例について学ぶ機会をつくり、関係者の知識向上を 

図った。また、環境モニタリング装置を用いた栽培環境の 

「見える化」を、部会全体へ波及させるため、実証結果等を 

全いちご部会員に対して講習会で広く知らせた。 

２ 集出荷体系のＤＸ化 

（１）出荷アプリ実証試験の実施 

  八代を代表する和鹿島いちご部会(77 戸)では、大規模生産者が多く荷降ろしに

時間を要し、集荷場では混雑が発生していた。そこで、集荷場の混雑緩和を目的に

当日集荷に加え、前日集荷を実施することにした。その結果、従来通りの集荷方法

（紙伝票）では、前日集荷の人員確保が必要になるため、集荷の効率化が新たな課

写真 1 

環境モニタリング装置 

写真 2 勉強会 
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【様式：発表要旨】 

題となった。この課題に対し、スマートフォン等で操作可能な荷受け予約システム

を活用し、集荷の効率化を図る実証試験を令和 4 年度から 2 か年取り組み、集荷時

間の削減効果を関係機関で検討した。 

（２）操作研修会、検討会の実施 

スマートフォンでのシステム操作をスムーズに行えるよう、 

部会員に対して操作研修を行った。また、管内への波及を見据え、 

当課が中心となり、他部会の事務局を含めたいちご担当者会議で、 

実証試験の進捗や効果を共有した。 

３．普及活動の成果 

１ 生産者の栽培管理技術の高位平準化 

（１）栽培環境の「見える化」 

実証結果について関係者による検討会を重ねたことで、栽培環境と生育データを

関連付けた生育診断が可能となり、栽培環境の「見える化」による温度や炭酸ガス

濃度等の適正な栽培管理の改善につながった。その結果、実証に参加した栽培経験

の浅い若手生産者 3 戸の反収は、4.8t/10a と部会平均を大きく上回った。また、指

導者もデータを基にした指導力を向上させることができた。 

（２）生産者の意識変化 

実証ほ開始時の環境モニタリング装置の利用頻度は、生産者間で差がみられたが、

検討会や講習会を重ねたことで装置活用への理解度が高まり、栽培環境データの利

用向上が図られた。また、全部会員に対して講習会で環境モニタリング装置の活用

方法について説明を行い、生産者の意識は勘や経験からデータを基にした管理へと

変化した。この結果、環境モニタリング装置を自ら導入する生産者も現れ、導入台

数は 0 台(R2)⇒15 台（R6）と大幅に増加した。加えて、環境モニタリングを基に施

設を自動制御できる装置を導入した生産者も現れており、今後、部会全体に波及す

ることで管理技術の高位平準化につながることが見込まれている。 

２ 集出荷体系のＤＸ化 

（１）集荷時間の短縮 

 出荷前日に生産者が集荷数量をシステム入力することで、集荷場は事前に出荷数

量の把握が可能となり、前日に集荷人員を確保する必要もなく、当日集荷分の集中

を調整することができた。その結果、前日集荷が実現し、収穫盛期には約 33％の集

荷作業時間の削減につながった。また、集荷場での待機時間短縮により混雑緩和が

実現できたことで、生産者は栽培管理時間の確保につながった。 

（２）他部会への波及 

 和鹿島いちご部会で効果が得られたことで、荷受け予約システムの活用は、他部

会のいちごパッケージセンター(55 名)でも新たに採用された。担当者が集荷数量

を事前に把握できるため、稼働レーンの調整が容易となる等、パッケージセンター

の実稼働選果時間が 1 日あたり約 30 分短縮、作業員 1 人 1 時間当たりのパック詰

め数も約 5 パック増加した。 

４．今後の普及活動に向けて 
 今後、2 つの取組みを八代地域全体へ波及させていくため、①環境モニタリング

装置の優良活用事例集の作成・配布、②荷受け予約システムを活用した集出荷体系

の他いちご部会・他品目への展開を実施していく。さらに、新たな課題である夏季

高温対策や重要害虫であるアザミウマ類の防除法を検討し、生産安定を図り、担い

手にとって魅力ある・選ばれる産地となるよう支援を引き続き行っていく。 

写真 3  

システム操作の様子 
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芦北 みなまた茶の収益確保に向けた産地力の強化支援 

（発表者）地域農業支援班 技師 髙濱 宏郁 

 

１．背景・普及活動の目標 
水俣・芦北地域で生産されている「みなまた茶」は、約 130 年の栽培の歴史

を持ち、現在もなお、当地域の主要農産物の一つである（約 60ha、21 戸）。

一方で、近隣には八女茶や知覧茶等の有名茶産地があることや、

需要減少に伴う茶価の低迷などにより、生産者は販売に苦心さ

れ、栽培へのモチベーション低下の声も聞かれる状況にあった。 

  茶業情勢が厳しいなか、今後も「みなまた茶」を維持してい

くためには、販売力（ブランディング、プロモーション）、生

産力（品種、品質、生産・製造体制）の向上による「産地力の強

化」（図１）が課題であると考え、収益確保を目標に以下の普

及・振興活動に取り組んだ。 

２．普及活動の内容 
（１）課題解決に向けた体制整備 

  生産者及び関係機関に対し働

きかけ、課題解決に向けた体制を

構築（図２）。「みなまた茶」の

歴史・ターゲット・強みを整理し、

専門家(コーディネータ(IT、6 次

化）)を交えてブランドコンセプ

ト及び取組方針を策定した。 

（２）販売力強化に向けたブランデ

ィング・プロモーションの展開 

認知度の向上による産地アピー

ル、新規顧客獲得による売上げ拡

大に向けて活用できる事業を関係機関等へ紹介・活

用し、①コンセプト・ロゴの作成、②新商品・PR 資材の開発、③大規模商談

会、イベントへの出展・企画・開催、④SNS、HP、動画を活用した情報発信

を、関係機関と役割を明確にし、取り組んだ。 

（３）みなまた茶の評価向上に向けた技術支援 

  高品質な茶品種として実需者から期待されている県育成茶品種「熊本

TC01」の普及展示ほや現地検討会の実施、JA 熊本経済連と連携した水色改善

展示ほを設置し、生産力の強化を図った。 

３．普及活動の成果 
（１）販売力の強化 

   ①ブランディング 

    専門家を交えて水俣地域の歴史を整理し、具体的な飲用シーンのイメージ

を元に、ターゲットを 10～30 代の若手世代、特に子育て中の女性と漫画ア

ニメ好きに絞り、以下コンセプトを策定した。 

    【環境へのやさしさ】…バイオマスプラスチック使用の商品開発 等 

図１ 産地力に係る要素 

図２ 活動体制・ロゴマーク 
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    【ライフスタイルの充実】…プチ贅沢や趣味、楽しい食育の機会を提供 

    【魅力ある地域資源との共生】…地元企業、漫画家、学校との共生 

     以上のコンセプトを軸に、地元に縁のある漫画家とのコラボ商品、地元

企業のバイオマスプラスチック※1 を使用したギフトセット等の新商品を作

成した。その売上額は約 150 万円となり、「みなまた茶」の新たな付加価値

創造に繋がった。 

また、先行して販売促進に取り組んでいる「みなまた和紅茶」との統一

デザインのロゴ作成に取り組み、みなまた茶ブランドイメージを確立した。 
※１ 再生可能な有機資源由来の物質で作られたプラスチック。非食用米を使用し

たライスレジン＠などがある。 

②プロモーション 

県内外の新たな消費者に対して効果的なプロモーシ

ョンを図るため、リーフレットやカプセルトイ等の PR

資材を新たに作成した。また、メインターゲットであ

る 10～ 30 代の主な情報源の充実を図るため、

Instagram と HP を作成し認知度の向上に繋げた。 

   加えて、首都圏で開催された大規模商談会へ、生産者

及び JA と共に参加し、出展を行ったことで、県外及び

海外の多くの消費者、バイヤーへの PR に繋がり、新規

販売ルートを 3 か所開拓できた。熊本空港で実施した

新茶ふるまい会では芦北高等学校農業科と連携して開

催し、地元高校生が特産物を知る食育にも繋がった。 

（２）生産力の強化 

①県育成茶新品種「熊本 TC01」の導入 

他産地との差別化・高付加価値化を図るため、先

行して「熊本 TC01」※2が栽培されており、展示ほ設

置・調査により、地域における生育特性が明らかに

なってきている。現在は育成期間のため、収穫開始

は R9 年の一番茶を予定している。 

    ※２ 滋味
じ み

、水色
すいしょく

等が優れ、栽培は県内に限られている。 

   ②水色改善展示ほの実施 

JA 及び熊本経済連と連携し、展示ほでの土壌分析に基づく施肥設計の

見直しを進めており、水色改善による入札単価向上を図っている。 

４．今後の普及活動に向けて 
さらなる産地力（販売力×生産力）の強化を図るためには、水俣・芦北地域の全

ての茶生産者や関係機関が一体となった取り組みが必要である。その核として「み

なまた茶」に関わる全ての関係者による新たな協議会を設立し、強固かつ円滑な推

進体制を再構築していく。また、協議会では今後の“生産・製造・販売”の中長期

的な取り組みを包括した「新・みなまた茶ビジョン」を策定し、計画を実践してい

くことが、今後の「みなまた茶」の未来を切り開くうえで重要になると考える。 

協議会の新設、ビジョンの策定・実現に向けて、現在、地域の全ての茶生産者に

対し、生産体制の現状や今後の茶生産の継続予定等などの調査を実施している。今

後は関係機関の役目を明確にし、普及の役割としては、「みなまた茶」の品質向上

に係る技術指導、販売力の向上に繋がるプロモーション活動等への支援を行う。 

写真２ TC01 の現地検討会 

写真１ 左：商談会 
右上：ギフトセット 

 
透明急須 
煎茶堂東京の製品  

13種ティーバッグ 
外装：ライスレジン 
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球磨 
ナシの省力樹形と除草ロボット導入による 

労力削減の取組み 

（発表者）園芸産地づくり支援班 主任技師 村上 果生 

 

１．背景・普及活動の目標 
球磨地域は、肥沃な火山灰土壌と寒暖差のある気候を生かして、古くからナシ

栽培が行われている県内有数のナシ産地である。 

一般的にナシ栽培は、主要果樹の中でも労働時間が長いうえ、上向き姿勢での

作業が長時間続くことから身体的な負荷が大きい。さらに、球磨地域では生産者

の高齢化により栽培面積及び生産者数が過去 20 年で半減している。このような

現状の中で、作業の省力化・軽労化が産地維持への課題となっている。 

当地域では、省力樹形（図１）に着目し平成 27 年にジョイント樹形※１を導入

し、更に平成 31 年にジョイントＶ字樹形※２を県内他産地に先駆けて試験導入し

た。また、球磨郡錦町では、令和４年度からナシ農家へのスマート農業機械（除

草ロボット）の導入推進を開始した。 

そこで、普及活動の目標を①ジョイントＶ字樹形栽培法の実証、②省力樹形の

導入面積拡大、③除草ロボットの実証と設定して、ナシ産地の維持へ向けた労力

削減に取り組んだ。 

 
※１ジョイント樹形：隣接樹どうしを

連結させた直線状の樹形で従来の３

本主枝仕立てより大幅な省力化を実

現した栽培法。 
※２ジョイントＶ字樹形：ジョイント

樹形を改良した栽培法で、作業動線

が一直線となるメリットはそのまま

に、目の高さでの作業が可能となり

更なる労働負荷が軽減される。 

 

２．普及活動の内容 
① ジョイントＶ字樹形の実証（令和４年度～令和６年度） 

展示ほを３か所（錦町・球磨村）設置し、栽培性、作業時間、収量・果実品質

等について調査した。 

② 省力樹形の面積拡大（令和５年度～令和６年度） 

・ 先行設置した展示ほの実績と他県での研究事例を基に球磨地域におけるジョイ

ントＶ字樹形の導入方針を関係機関と協議し、改植を考えている若手や中堅の

生産者を中心にジョイント樹形を含め、導入を進める方針を確認した。 

・ 各町村に設置した展示ほにおいて、現地検討会や講習会の場として利用するこ

とで、省力樹形に対する認知度向上を図った。 

・ 展示ほから得られたジョイントＶ字樹形の導入効果や、導入後の収支、活用で

きる補助事業等を取りまとめ、生産者への説明会を開催した（ＪＡくまナシ部

会、一勝地果実協同組合）。 

・ 導入を支援するため、これまでの調査活動で得た知見を「球磨地域版ジョイン

トＶ字樹形導入の手引き」としてまとめた。（令和６年度末に配布予定） 

図１ 省力樹形 

（左：ジョイント樹形 右：ジョイントⅤ字樹形） 
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【様式：発表要旨】 

③ 除草ロボットの実証（令和４年度～令和６年度） 

 除草ロボットの年間作業時間、費用、除草能力等を

調査し、従来の除草方法と比較した。その結果を講習

会やスマート農業機械実演会で報告し、管内の錦町

以外の地域へも情報を共有した。 

 

３．普及活動の成果 
①ジョイントＶ字樹形の実証 

作業時間は従来の３本主枝仕立てと比較して約 50％の削減効果を確認した。一

方で、ジョイントＶ字樹形は、３本主枝仕立てやジョイント樹形と比較して果実

が小玉になる傾向が認められ、摘果法の改善や夏季の新梢管理をはじめ、連年安

定生産のための枝梢管理が重要であることが明らかとなったことから、注意すべ

き技術的なポイントを整理して手引書に反映させた。 

② 省力樹形の面積拡大 

ジョイントＶ字樹形の面積は令和６年時点で 85a となり、ジョイント樹形 229a

を含めた産地全体の省力樹形の導入面積割合は３％まで拡大した。令和７年度以

降は、手引き書を活用して新規導入者へのサポート体制を強化する。 

③ 除草ロボットの実証 

従来の除草作業と比較し、作業時間を 80％削減させる効果を確認した。除草ロ

ボットの導入台数は、錦町の単独事業の創設もあり令和６年時点で 17 台まで増

加した。 

④ 省力樹形導入への機運の高まり 

今年度に実施したジョイントＶ字樹形せん定講習会では管内から 15 名と多く

の生産者が参加された。また、若手生産者や後継者のいる生産者から、省力樹形

への問い合わせが増加し、うち、ジョイントＶ字導入を検討している２名の生産

者への技術情報の提供や、改植計画などへのサポート活動を当課で行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．今後の普及活動に向けて 
 省力樹形は多くのメリットがあるが、比較的新しい技術であり、品種ごとの適応

性などさらに確認を進める必要がある。省力樹形は作業の動線が直線であり、将来

の収穫ロボット等、スマート農業につながる有望技術であると考える。 

農業普及・振興課では、今後さらにジョイントＶ字樹形の特性調査を行うととも

に、除草ロボットを始め、様々な最新の省力機械との組み合わせを検討しつつ、省

力樹形とスマート農業機械の導入推進を行い、ナシ産地の維持を図っていく。 

写真２ 手引書の一部 写真３ 講習会の様子 

写真１ 除草ロボット 

図２ 省力樹形の面積の推移（累計） 
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